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銅亭増から/0日までは｢歯の廓珪週間｣でしたo亭月の聯各紙の冒軌ま
｢歯モ大間こしょう｣でま

毎年このF子断に窮勧居の藤懸世免生に薗二つしての露ミしてし､ただきます

/今年は歯ミ食め｢こ即埠やロのまわり御鉢につlてのお露!まとのまLfrc

歯についての語

学校歯科医　藤井　秀世　先生

口の外傷について
ひょうし　　　　　　　　　　まnrL

日常生活では､ふとした拍子に､口の中や口の周りをけがすることがありますo
ころなぐ

口のけがは､転がる､ぶつかる､けんかして殴る､ボールなどの物や人の頭など

が当たるなどの外からの力が加わることでできるけがや熱いものを食べたときや
拍つしようえんさんりゆうさん

火災による熱傷(やけど)によるけが､塩酸や硫酸など薬剤によるけががありま

す｡
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の け 凾ｾつきゆつかくかんせつ 脱臼する(顎関節) 
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が 凾ｵたいんとう 舌､上あこ咽頭(のど)などヒできる》 

[コ の ま �+�*H+X/��ﾏｹ����*ﾘ+��-�.鋳�れつそう7Eほく すり傷､裂創､-打撲､やけどなど 

学校内での事故は､体育の授業中､休憩時間､部活動中な 

わ り 劍,x*ｨﾖﾈ*h.x.ｨ-ﾈ+x�ｲ�
うまとてつぼう ボ-ルが口に当たった､馬跳びで顔から落ちた､鉄棒から 

ころ 

落ちて､ロを打った､ううかを走っていて転んで､かさ立て 

などに口 �/�-H,(*�.�,�,x,ﾈ馼ﾌﾈ,ZH餽*ｩK(*�.唏4�8�4�8�+r�
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G,i._与こ 劔ー1:- �.唏餽*ｩ�ﾈ.ｨ.唏餽*ｨﾈx*�.�,�,x,ﾈ*�ﾘ/�+x.�2�とがあります○ 
こうしん 歯くさや口唇(くちびる)が切れると､かなり 
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歯や口の中をけがした場合､応急手当をして､できるだけ早くかかり

つけの歯科医院で適切な処置をしてもらいましょう｡

E)のけがの応急手当

流水やうがいで洗浄し､ガーゼなどで傷口を押さえて止血する｡

歯がすっぽり抜けた場合

さわ

歯の根の部分は触らないようにして､流水か生理食塩水で洗い､乾燥させ

ないようにビニール袋に入れるか､ぬらしたガーゼか清潔な布で包んで(午

乳があれば､牛乳につける｡)冷温保存し､すぐに歯科医院に持参する｡
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しこんまく 

歯の根の部分には､｢歯根膜｣という歯 

をあごの骨をつけるために必要な組織が 

付いています○ 
しこんまく 

｢歯根膜｣を保護するために､根を持た 

ないようにして､また､組織が乾燥してだ 

めにならないように牛乳につけますo 

事故直後であれば､患部を洗浄し､抜けた歯をもとの歯くさに植え込み､

固定をすれば回復する可能性があります｡
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